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１．⾼齢者施設でのコロナ対応の課題
№ 項⽬ 課題
① 施設の感染拡⼤防⽌対策 • 感染⼒が強いため多床室の施設はクラスターが発⽣しやすい。

• ガウンテクニック等の感染対策指導の徹底が必要である。
• タイミングの⼿指消毒の理解と実践（⼝腔ケア、配膳、⾷事介助等）
• PPE（個⼈防護具）の着脱⽅法、N９５マスク装着
• 医療廃棄物の取り扱いや清潔・不潔の認識が個々で異なる
• PCR検査実施により、無症状の段階で陽性者を検出できた
• ゾーニングとコホーティングをしっかり⾏う
• ⼈と物、動線を交差しないようにする
• 同室に濃厚接触者や陽性者が混在しない
• 必要物品の把握と設置を誰もができるようにする
• また、設置後最終確認する体制づくり

② 施設の⼈員体制の不⾜ • 平時の勤務体制が取れず、特に看護師の⽀援体制が困難
• ⽇々の組織的な状況把握・判断・指⽰系統の明確化が必要
• 職員のメンタルヘルス対応

③ 物品補助が必要 • マスク、ガウン、検査キット等
④ 補助⾦、⽀援⾦等が必要 • 衛⽣⽤品・感染症対策⽤品等
⑤ 経営・サービス運営の課題 • 利⽤控えや事業所の休⽌に伴い稼働率低下の⽀援が必要
⑥ 感染拡⼤防⽌体制の確⽴ • 保健所との連携・共有 2



２．施設の⾼齢者や在宅サービス⾼齢者への影響
№ 課題
① 施設療養における⽣活のリズムがかわり⾷事や⼊浴、着替え等の介護が不⼗分となり⻑期化すること

から、ADLの低下がみられ回復に時間を要する。

② 在宅サービスの利⽤者は、各事業所のサービス休⽌のためサービス利⽤ができず社会的交流やADLの
低下を招きやすい。
代替サービスが不⾜し、介護者の精神的負担・⾝体的負担が増加する。

③ 認知症⾼齢者にとっては、安静療養という点から平時よりも活動が安定せず、家族の⾯会等も減少し
レベル低下を招きやすい。

内容 要因
スキントラブル・褥瘡形成 ⼊浴中⽌（保清と保湿、⽪膚観察機会の減少）

オムツ交換・体位変換回数・離床機会の減少
⽔分・⾷事提供量低下

嚥下障害、⾷事・尿量低下 ベッド上ギャッジアップでの経⼝摂取（姿勢の保持）
⽔分・⾷事提供の低下
離床機会の減少
⽣活リズムの変化
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№ 項⽬ 課題
① 相談体制や⼊院体制の課題 • 主治医、協⼒病院によって⼊院が困難。

• ⼊院先が決まらず施設療養となっていた。
② 検査体制 • 抗原検査やPCR検査等、⼈的体制の不⾜
③ 送迎 • ⼊院先への送迎

３．医療機関や関係機関との連携
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４．感染拡⼤防⽌対策
№ 課題
① 平時からの計画的な体制整備、感染発⽣時の速やかな切り替えについて

• ＢⅭＰの作成を⾏う
• 各都道府県の感染予防計画及び第8次医療計画（新興感染症対策含む）を意識する

② 感染防⽌に係る環境整備、クラスター防⽌のため感染対策における物品の整備、備蓄（抗原検査キッ
ト、N９５マスク等）

③ 感染症委員会等の組織的な取り組みの強化
④ 医療機関や関係機関・市町村との連携強化の仕組み

• 感染症発⽣早期、流⾏初期、流⾏期、⼀定期間経過後等ステージに応じた⼊院、施設療養の対応等
• 感染管理認定看護師の助⾔・指導をもらう

⑤ 感染症に関する⼈材の養成及び資質の向上
• 地域の事業所・施設・関係機関との情報共有と介護職員等の感染防⽌対策リーダーの研修・育成・
充実

⑥ 感染症に関する理解と利⽤者の⼈権の尊重
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施設内療養時における感染拡⼤防⽌策として困難なこと
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